
教えて
ドクター！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
あ
と
に
、
同
じ
有

効
成
分
を
同
量
含
み
、
同
等
の
効
果

が
得
ら
れ
る
医
薬
品
と
し
て
認
可
さ

れ
た
薬
で
す
。
先
発
医
薬
品
と
比
べ

て
安
価
な
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

た
だ
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
薬
で
は

な
く
、
有
効
成
分
以
外
の
添
加
物
な

ど
は
製
薬
会
社
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
添
加
物
に
対
す
る

ア
レ
ル
ギ
ー
が
起
こ
っ
た
り
、
外
用

薬
で
は
使
用
感
が
異
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
。
逆
に
、
飲
み
や
す
く
な
る

よ
う
に
薬
の
大
き
さ
、
味
、
に
お
い

の
改
良
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

「
先
発
医
薬
品
と
同
様
に
体
内
で
溶

け
る
か
」「
同
じ
速
度
か
つ
同
量
の

有
効
成
分
が
体
内
に
吸
収
さ
れ
る

か
」「
長
期
保
存
に
よ
る
変
化
の
有

無
」
な
ど
を
調
べ
る
試
験
を
行
い
、

先
発
医
薬
品
と
効
果
や
安
全
性
が
同

等
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
も
の

だ
け
が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
品
質
面
に
つ

い
て
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
品

質
情
報
検
討
会
」
が
国
立
衛
生
研
究

所
に
設
置
さ
れ
、
品
質
の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
、
長
期
に
わ
た
り
治
療
が
必

要
な
病
気
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

高
齢
者
が
、
薬
を
多
く
使
う
と
、

副
作
用
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
理
由
の
１
つ
は
、
薬
が
効
き
す

ぎ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
薬
は
胃
や

腸
で
吸
収
さ
れ
、
血
液
に
の
っ
て
全

身
に
運
ば
れ
、
目
的
の
場
所
で
効
き

目
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
し
て
、
肝
臓

で
代
謝
（
分
解
）さ
れ
、腎
臓
で
排
泄

さ
れ
て
、
薬
の
効
き
目
が
な
く
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
者
で
は
肝

臓
や
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
代
謝

や
排
泄
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
血

液
中
に
成
分
が
残
る
た
め
、
効
果
が

強
く
出
て
し
ま
う
の
で
す
。

さ
ら
に
、
薬
を
飲
ん
で
調
子
が
悪

く
な
っ
て
も
、
副
作
用
の
可
能
性
に

気
づ
か
な
い
こ
と
も
理
由
の
１
つ
で

す
。
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
複

数
あ
る
場
合
、
副
作
用
の
症
状
に
対

し
て
新
た
に
薬
が
処
方
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
師
に
「
お

薬
手
帳
」を
見
せ
て
判
断
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
調
剤
薬
局
を

１
つ
に
決
め
、「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

を
も
っ
て
お
く
こ
と
も
、
薬
を
安
全

に
使
う
た
め
に
大
切
で
す
。

薬
を
飲
ん
で
調
子
が
悪
く
な
っ
た
、

薬
が
多
す
ぎ
る
、飲
み
に
く
い
な
ど
、

薬
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

頭
痛
に
悩
む
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
緊
張
性
頭
痛
や
片
頭
痛
は
命

に
か
か
わ
る
よ
う
な
頭
痛
で
は
な
い

と
は
い
え
、
つ
ら
い
頭
痛
は
仕
事
や

生
活
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
た

め
、頭
痛
薬
（
鎮
痛
薬
）は
あ
り
が
た

い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
頭
痛
薬
を
常
用
し
て
い

る
と
、
か
え
っ
て
頭
痛
が
慢
性
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
薬

物
乱
用
頭
痛
」と
い
い
ま
す
。
診
断

に
あ
た
っ
て
は
、「
市
販
の
頭
痛
薬
を

１
カ
月
に
15
日
以
上
（
薬
に
カ
フ
ェ

イ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
10
日

以
上
）飲
ん
で
い
な
い
か
」を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
頭
痛
は
、
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
や
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎

鎮
痛
剤
な
ど
の
鎮
痛
薬
、
ト
リ
プ
タ

ン
、
複
合
鎮
痛
薬
（
鎮
痛
薬
と
カ

フ
ェ
イ
ン
の
合
剤
な
ど
）、エ
ル
ゴ
タ

ミ
ン
製
剤
な
ど
の
薬
を
常
用
す
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。

頭
痛
持
ち
の
人
は
、
予
防
的
に
頭

痛
薬
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
薬
に
依
存
し
、
使
用
量
が
増

え
る
と
効
き
目
の
持
続
時
間
が
短
く

な
り
、
や
が
て
は
薬
そ
の
も
の
に

よ
っ
て
頭
痛
が
誘
発
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
頭
痛
薬
を

手
放
せ
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

効
果
や
安
全
性
は
さ
ま
ざ
ま
な

試
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す

薬
の
効
き
す
ぎ
や
副
作
用
に
注
意

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
を

頭
痛
薬
に
頼
り
す
ぎ
る
と

か
え
っ
て
頭
痛
が
慢
性
化
し
ま
す

安全性は? 効果は?

気になる「薬」のこと
世の中には、医学や健康に関する情報が氾濫しています。

なかには不安をあおるようなものもあり、薬は危ないと思い込んでしまう人もいます。
一方、いまや一部の薬はコンビニやインターネットでも買える時代です。
薬についての正しい知識をもって、薬を上手に、安全に活用しましょう。

新薬とジェネリック医薬品
薬の飲み方

新薬の研究開発には約９〜17年の長い歳月と、数百億から数
千億円もの費用がかかります。一方、ジェネリック医薬品はすでに
有効性や安全性が新薬で確認されているため、開発期間やコス
トが大幅に抑えられ、概ね新薬発売後10年程度で出てきます。

　とくに高齢者が注意したいのは、副作
用として「ふらつき」や「認知機能低下」
が現れる薬です。ふらつきは転倒、骨折
の原因になり、寝たきりにつながるため
要注意です。
　両方が起こるリスクがあるのが「ベン
ゾジアゼピン系睡眠薬」で、「非ベンゾ
ジアゼピン系睡眠薬」でもふらつきが起
こることがあります。また、「三環系抗う
つ薬」も認知機能低下やめまい、立ちく
らみが副作用としてあがってい
ます。一部の認知症の薬では
ふらつきが、胃薬のＨ２ブロッ
カーや一部のパーキンソン薬で
は認知機能低下が起こること
があるとされています。

食後２〜３時間たって、胃の中が空
になっているときに飲んでください。

漢方薬には、食前や食間に飲む薬が多くあ
ります。食後すぐに飲むと副作用が出やす
くなる成分や、胃が空っぽのほうが早く吸収
される成分を含む漢方薬では、食前、食間
のほうが安全で効果的とされています。

コーヒーやお茶などで飲むと、効き方
に影響してしまうことがあります。一

部の薬では、牛乳やグレープフルーツジュー
スといっしょに飲むと、作用や吸収に影響
することがあるため注意しましょう。

監修 山口 泰
やまぐち・やすし
山口内科院長（鎌倉市大船）
鎌倉市医師会会長
順天堂大学医学部卒。医学博士。カリフォルニア大学
サンディエゴ校などで肝臓病を研究。現在は内科系家
庭医として幅広く診療を行っている。著書に「わかって
治す！家庭の内科学」（ごま書房）、「ぜんそくをコント
ロールする」（保健同人社）がある。日本医師会「新型コ
ロナウイルス感染症外来診療ガイド」編集長。

高齢者が注意すべき
薬とは？

「食間」に飲む薬は、
いつ飲むもの？

水や白湯以外で
飲んではいけない？

Ｑ

Ｑ

A

A

いまさ
ら

聞けな
い！？

Q1 ジェネリックは効果や安全性が劣るのでは？

Q2 薬が増えている80代の親。どんな注意が必要？

Q3 頭痛持ちですが、頭痛薬を使い続けても大丈夫？

A

A

A

知っておきたい
健康相談室

ジェネリック医薬品
（後発医薬品）

新薬（先発医薬品）研究・
開発

研究・
開発

Ａ社

他社

特許出願

承認・販売

承認・販売

特許期間終了

特許期間
20〜25年
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